看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成21年6月8日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第8回）

時　間　　14:00～16:00                                 司会者:中村　美奈子

場　所　　病院2Ｆ会議室　                              記録者:東　和弘
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＜グループ活動報告＞

東病棟：予測指示箋がほぼ完成する。本日の会議で意見をもらい最終確認予定。

　　　　実技研修へは東病棟25名の参加予定

　　　　中級スタッフ合格者3名の推薦書記載し提出
西病棟：三浦育子スタッフの病欠期間は・・・確認しAOMへ報告（病棟SGM面談予定）

　　　　医療機器に関する確認予定あり（担当委員会宮澤委員長）・・別項目
北病棟：看護研究の取り組みについて

　　　　　　2題実施予定、1題のケースについては何に焦点をあてるかが大切になる

　　　　PSWの役割整理と現状業務内容確認、チームリーダー末政PSWとも役割分担整理しながら進めていく必要あり。（法人SWをチームリーダーは見ていく必要あり）

　　　　接遇委員会は田中委員長休職に入ることにより、市島SGMの役割になるか
南病棟：入院患者様9日にも1名退院予定であり、空きベッド3床になる

　　　　→早急に候補者などの検討が必要

　　　　園芸企画書が理事長決裁おりる。

　　　　竹内幸子スタッフの常勤扱いに伴い、19日の東病棟からのローテー研修開始

　　　　→（6/19～東、7/2～西、7/8～北、7/13～外来通所）

　　　　管理者研修6月26日（金）から30日（火）へ変更
外　来：認知症（南山苑ショート利用）入院予定

16日～田中外来スタッフが休職予定、この期間に伴う体制の検討

→現在の男性検査スタッフが採血や採尿には関われるのか？

　⇒採尿など男性の関わりは難しい

　⇒田中スタッフ不在期間の応援スタッフを各病棟から募る必要あり

　　順不同であるが、応援スタッフが外来での研修に入っていく予定

　　（みんなの共有、看護共有、ローテーション、外来ローテーに

　　　候補の研修予定を組んでいく）

通　所：7月18日、青明祭、雨天時は青陽館使用したいとの企画あり

　　　　→理事長決裁と室内物品の安全が図れれば良い

　　　　欠席者懇談会終了、参加者の会費についての調整中

＜検討事項＞

1、 予測指示箋について（東）

①指示箋への患者様名の記載箇所が必要

②薬剤の単位の記載必要

③指示期間の終了と途中中止の場合の記載方法について

3点についての現場管理者からの意見あり、修正追加し完成させる

→9日にAOMへ提出していく

2、 医療機器関係について（宮澤）

厚生労働省の通達により、AEDの日々の日常点検が必要であるとの事

→実施している事を記録に残していく必要があり、病棟日誌のチェック

　記載を行っていく予定。所定欄を設けていく

　（AED・・・南、北、青風荘、南山に設置あり）

設置者登録が必要（厚生労働省からのものを業者からの情報）

3、 検査準備などの対応について（盛田）

5日から技師佐藤の休職、5月いっぱいでの西垣SSの退職もあり、次回からの

検査準備などの対応をどのようにしていくか？

コメディカルを含めての役割分業に持っていく、看護も部分的な準備に入っていくのかなど、いくつかの方法案の提示がある。（病棟SSバージョン、病棟コメディカルバージョン）

昨年にこのような状況に対し、看護での準備スタッフ専属を考え実施の予定に

していたが、事務的な準備については、看護は必要ないとの院長からの返事もあり、

SSが担当してきた経緯もある。

→事務的な準備段階での役割を誰が担っていくのかが、はっきりさせる必要はある。

　事務サイドで役割はもてないのか？

　9日の病院管理会議でも議題として出し、管理側からの意見を再度確認していく必要もある。

＜佐藤AOMより＞

· 6月23日（火）16時45分～リスパダールデポの説明会あり

看護管理者は出席必要、他現場スタッフについても人数を確認の事

· 外出泊用紙の改定について

指摘部分の改定に伴い、作成している

· 勤務実績について

カウントの仕方が変わってきているのに伴い、実績時間が大きく変化している

（休憩時間は勤務時間に含めていいが、申し送り時間【ここでは15分：0,25】は

　勤務時間に含まれない）

　例：夕方の申し送り

　　　日勤者が、16時～17時の時間帯で、夜勤時間の1時間にカウントとなって

　　　いたが、15分の0,25がマイナスになるので、いままでの1時間が0,75カウントとなっています。

　　　トータル夜勤時間が、16時間に満たないと夜勤者としての対象カウントしての

　　　計算に入れないため、日勤常勤のスタッフが、今までは夕方の1時間×何日が

　　　0,75×何日という形になり、16時間に満たない状況が生まれてくる事になる。

　　　その結果、夜勤時間に72時間以内が保てなくなってきている状況が出てきている。

　　　準夜から深夜へは、0：30から0：45の15分間の0,25が引かれるように

　　　なる。

